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④ SA (スタディー.･アブロード)プログラムの推進 と海外大学 との提携を発展させること
⑤ 外国語教育の充実をはかり､学生の語学実践能力を強化すること
⑥ インターンシップ ･プログラムなどの実習教育を充実し､学生のキャリア開発を支援すること
第二に､教育方法についてである｡本学部における教育方法については､次の3点をより充実さ
せることが課題 となる｡
① 入学前教育の実施に連動して､入学後の導入教育の強化､オリエンテーションの拡充､単位不
足者に対する特別学修指導､オフィスアワーの活用など教育支援を強化すること
(診 学生の自発的成長をサポートするため､学術論文の作成､研究成果の発表､メディア教材の共
同制作などの各種活動を支援すること
③ 学部教育の質の向上を目指して､｢学生による授業評価アンケー ト｣の活用､専任教員間の教
育経験交流の推進､非常勤教員との教育協力などを積極的に実施すること
学部学科の教育改革を推進するためには､現状の点検 と評価を通じて問題点の摘出と課題の整理
が基礎 となる｡その上で､教育環境の変化を踏まえた将来の教育ビジョンを明示することが求めら
れる｡神奈川大学経営学部では､本学の創立100周年に向けての将来構想を見据えて､学部発展の
ための基本構想 (マスタープラン)の策定が急がれている｡
